
平成2年2月 1日発行

町の鳥=ひばり/町の花=れんげ/目Iの木=乙女椿

男 6，255人 (+23) 

女 6，003人(+25) 

計 12，258人(+48) 

世帯数 3，981戸(+12) 

1月1日現在()内は前月比
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伝統行事を子供たちに伝え残そうと包年1月刊日・ 15目、各地

区ごと|こ獅子舞いやどんど焼きなどの小正月の行事ガ賑やかに繰

り広げられています。

紙漉阿原区でも4月刊目、獅子舞いやどんど焼きが盛大に行わ

れまし定。この地区のこれらの歴史は古<、約 130年前からと

も言われています。

どんど焼きでは、子供たちが持ちょっ芝書初めや正月の松飾り

などを火中に納めて、若木の枝に差しだ団子を思い思いに焼いて

食べ、無病患災や習い事がよく出来るようにとお願いしました。

願いを込めて焼いた団子には、必ず神様の御守護があり子供た

ちの願いをきっとかなえてくれることでしょう。
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既得税の橿定申告は

お早めにf

3月75B'‘' 
合
月
の
十
六
日
か
ら
所
得
税
の
確
定

申
告
(
住
民
税
の
申
告
)
が
始
ま
り
ま

す
。
商
売
や
事
業
を
営
ん
で
い
る
み
な

さ
ん
/
農
家
の
み
な
さ
ん
/
申
告
の
準

備
は
、
も
う
お
済
み
で
す
か
?
ま
た
、

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
方
や
年
末
調
整
が
済
ん
で
い

る
方
で
も
申
告
を
す
る
と
税
金
が
戻
っ

て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
が
、

期
限
間
近
に
な
る
と
役
場
や
税
務
署
は

た
い
へ
ん
混
雑
し
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
早
く
申
告
を
済
ま
せ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

町
で
は
、
地
区
別
に
申
告
相
談
日
を

設
け
て
い
ま
す
。
日
程
は
左
表
の
と
お

り
で
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
該
当
日
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
限
ま
で
に
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ

た
申
告
を
し
た
り
す
る
と
、
後
で
不
足
の

税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
不
足
額
の

一
定
割
合
の
加
算
税
の
ほ
か
延
滞
税
も

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

マ
申
告
に
持
参
す
る
も
の

マ
役
場
税
務
課
、
税
務
署
か
ら
送
ら

れ
た
申
告
用
紙

マ
収
入
・
支
出
が
わ
か
る
書
類

マ
控
除
を
受
け
る
保
険
料
・
医
療
費

な
ど
の
領
収
書

マ
印
鑑

マ
譲
渡
所
得
の
場
合
は
、
売
買
契
約

書
な
ど

マ
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
人
は
契

約
書
、
登
記
謄
本
、
金
融
機
関
か
ら

の
証
明
書
な
ど

マ
昨
年
の
申
告
書
・
内
訳
書
の
控
え

マ
確
定
申
告
の
必
要
な
人

マ
事
業
を
し
て
い
る
方

マ
不
動
産
収
入
の
あ
る
方

マ
資
産
を
譲
渡
し
た
方

マ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

・
給
与
収
入
が
一
千
五
百
万
円
を

越
え
た
方

-
給
与
を
二
ヵ
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
た
方

-
給
与
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計

が
二
十
万
円
を
越
え
た
方

マ
税
金
の
戻
っ
て
く
る
人

マ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

・
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
方

(
医
療
費
控
除
)

-
銀
行
な
ど
か
ら
の
借
入
れ
で
家

を
購
入
、
増
改
築
し
た
方
(
住
宅

取
得
等
特
別
控
除
)

-
災
害
に
あ
っ
た
方
(
雑
損
控
除
)

・
会
社
を
途
中
で
や
め
て
年
末
調

整
の
し
て
い
な
い
方
な
ど
確
定
申

告
を
す
る
と
納
め
た
税
金
が
一反
り

ま
す
。

※
確
定
申
告
を
し
な
い
方
、
給
与
所
得

者
で
勤
務
先
か
ら
町
に
給
与
支
払
報
告

書
が
送
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、
住
民
税

の
申
告
が
必
要
で
す
。
収
入
の
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
す
必
ず
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

V
必
要
書
類
な
ど
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
役
場
税
務
課
(
間
四
万
1
2
1
1

1
内
線
⑮
⑫
)
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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平成元年分申告受付相談日程

地区及び該当者 受付期間 時間 会場

譲渡
2月16日住居

所得が 2月17日出

ある方 (17日は午前

中のみ)

西条一区
2月19日目)

B~ 

西条二区 午前 和

清水新居
2月23日告白 g時

町

西条新田 役

場
押 越

2月26日伺) 一
河 東 中 島

階
紙 漉 阿 原

3月2日働
午後

ホ
築地新居 4時

飯 喰 ル
3月5日伺)

河 西

上河東
3月9日程島

上河東二区

その他
3月12日伺)

(予備目)
3月15日(ボ

※来庁の際は、最初に税務課窓口で受付をしてく

ださい。また、税務署、役場から送付された申告

書、昨年の確定申告書及び収支内訳書を必ずご持

参ください。

印
税
忽
ど
の
綿
付
以
便
利
忽
口
摩
振
替
で
/

町
で
は
、
納
付
者
の
利
便
を
図
る
た

め
、
平
成
二
年
四
月
か
ら
口
座
振
替
制

度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
制
度
を

利
用
す
る
と
、
従
来
よ
り
税
金
な
ど
の

納
付
子
続
き
が
簡
単
に
な
り
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
便
利
で
確
実
な
預
金
口
座

か
ら
の
振
替
納
付
を
是
非
ご
利
用
く
だ

叉」い。
マ
利
用
で
き
る
税
目

マ
町
県
民
税
(
普
通
徴
収
分
)
マ
固

定
資
産
税
マ
軽
自
動
車
税
マ
国
民
健

康
保
険
税

マ
納
税
組
合
未
加
入
者
の

申
込
み
方
法

納
税
組
合
に
入
っ
て
い
な
い
方
へ

は
、
申
込
書

(
依
頼
書
な
ど
)
を
送
付

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
口
座
振
替
ご
希

望
の
方
は
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
希
望
さ
れ
る
左
記
金
融
機
関
へ
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
込
書
の
な

い
方
は
、
各
金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
。

マ
申
込
み
期
限

平
成
二
年
二
月
二
十
日
ま
で

マ
利
用
で
き
る
金
融
機
関

マ
山
梨
中
央
銀
行
マ
中
巨
摩
東
部
農

業
協
同
組
合
昭
和
支
所
、
同
西
条
支

所
、
同
常
永
支
所
マ
甲
府
商
工
信
用

金
庫
マ
巨
摩
信
用
組
合
マ
甲
府
信
用

金
庫
マ
東
京
相
和
銀
行
マ
太
陽
神
戸

銀
行
マ
富
士
銀
行
マ
第

一
勧
業
銀
行

マ
利
用
で
き
る
預
金

マ
普
通
総
合
口
座
マ
当
座
預
金
口
座

マ
振
替
日

各
納
期
の
最
終
日
に
振
替
し
ま
す
。

た
だ
し
、
全
納
す
る
場
合
は
前
納
期
納

入
期
日
(
そ
の
日
が
休
業
の
場
合
は
そ

の
前
営
業
日
)
で
す
。

マ
お
問
合
せ

役
場
箇
万
|
2
1
1
1

マ
税
金
は
、
税
務
課
内
線
⑫
②

マ
国
保
税
は
、
住
民
課
内
線
⑫
⑧

つてなんですか?

申告シーズンになりますと、税理士や税務職員の二セ者ガ横こうして、

申告書の作成や税務相談に応じ疋りするケースがありますのでご注意くだ、

さい。不審なときは、遠慮せず身分証明書などで確認してください。

砂不審なときは、 ・甲府税務署 箇33-31竹内線3竹

・役場税務課冨75-21竹内線⑪・⑫

・東京地方税理士会甲府支部冨33-1318まで

可制制端郎幹叫WJ醐船時W 峨叫与問雌問叩崎町叫叩 哨鳴子a

「二セ税理士J

、d長"'.;.~ ・‘ー也、ョー也会的

特例を受けるだめには?もっとくわしいことは?



門出を祝う20歳ω

昭
和
町
成
人
式

晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
祝
う
成

人
式
が
一
月
十
五
日
、
総
合
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
本
町
で
成
人
を
迎
え
た
の
は

男
子
百
二
十
二
名
、
女
子
八
十

一
名
の

合
計
二
百
三
名
の
み
な
さ
ん
で
す
。

こ
の
日
は
、
午
前
九
時
半
頃
か
ら
ス

ー
ツ
に
身
を
固
め
た
男
性
や
色
鮮
か
な

振
り
そ
で
姿
の
女
性
が
ぞ
く
ぞ
く
と
会

場
に
つ
め
か
け
、

久
し
ぶ
り
に
会
う
友

輝く

人
と
終
始
話
、か
は
す
ん
で
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
泉
町
長
か
ら
の
式
辞
や

記
念
日
授
与
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し

て
西
条
二
区
の
原
朋
行
さ
ん
が
「
立
派

な
社
会
人
と
な
り
、
責
任
を
も
っ
て
社

会
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
」
と
新
成
人

と
な
る
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
泉
町
長
ら
を
囲
ん

で
の
記
念
撮
影
や
茶
話
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
茶
話
会
で
は
、
シ
ャ
ン
ペ
ン
で

乾
杯
し
た
後
、
近
況
報
告
な
ど
を
し
て

仲
間
同
士
で
二
十
歳
の
門
出
在
祝
い
ま

し
た
。

企泉町長らを囲み、記念撮影する新成人203名のみなさん。新たな希望に燃え、今20歳の出発/

昌司馬主己主己主司
こ
れ
か
ら
が
自
分
自
身
を
自
ら
輝
か

せ
る
時
。
女
性
で
あ
る
こ
と
を
大
切
に

し
、
自
律
し
だ
大
人
で
あ
り
だ
い
。

二
十
歳
に
な
り
、
今
ま
で
過
ご
し
て

来
だ
十
代
の
事
ガ
浮
か
び
上
が
っ
て
来

ま
す
。
こ
れ
ら
を
思
い
出
と
し
、
二
十

一世
紀
ヘ
向
か
っ
て
飛
び
立
っ
て
い
き

ま
す
。

H

俺
達
の
未
来
に
栄
光
あ
れ
H

成
人
の
日
を
迎
え
、
自
分
の
言
動
に

責
任
を
持
ち
歩
ん
で
い
き
だ
い
と
思
い

ま
す
。
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
女
性

も
社
会
に
進
出
し
て
い
く
時
代
で
す
。

い
つ
も
輝
い
て
い
る
女
性
で
あ
り
だ
い

と
思
い
ま
す
。

塚原潤子さん
(上河東二区)

④ 平成2.2.I しょ うわ広報

小沢満さん
(;可西)

高野実紀さん
(上河東二区)



問
歳
に
な
っ

国
民

現
在
の
日
本
は
、
本
格
的
な
高
齢
化

社
会
に
向
か

っ
て
い
ま
す
。
三
十
年
後

の
二

O
二
O
年
に
は
、
国
民
の
ほ
ぼ
四

人
に

一
人
が
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄

り
、
と
い
う
推
計
も
あ
り
ま
す。

高
齢
化
社
会
の
到
来
の
中
で
、
わ
た

し
た
ち
の
老
後
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

も
の
の
一
つ
に
、
国
民
年
金
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
国
内
に
住
ん

で
い
る
二
十
歳
以
上
、
六
十
歳
未
満
の

人
が
必
ず
加
入
す
る
制
度
で
す
。
加
入

さ
れ
た
方
が
老
齢
(
六
十
五
歳
)

に
な

っ
た
と
き
や
、
万
一
病
気
や
け
が
で
体

や
精
神
に
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
死
亡
さ

れ
た
と
き
に
、
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
老
後
の
生
活
な
ど
を
よ

り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、

は
た
ち
に

な
っ

た
ら
役
場
住
民
課
(
富
市
|

2
1

1
1
内
線
⑫
)
に
届
け
を
出
し
、
国
民

年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

血液は人工的にはつくれない

はたちの献血キャンペーンに
ご協力を

厚
生
年
金
国
民
年
金
の

年
金
額
、
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
/

今
回
の
年
金
額
の
引
き
上
げ
は
、
平

成
元
年
四
月
に
遡
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た。

(
厚
生
年
金
が
二
月

一
日
に
、
国
民
年

金
が
二
月
十
五
日
に
支
払
わ
れ
ま
す。

ま
た
、
厚
生
年
金
の
う
ち
郵
便
局
の

現
金
払
い
は
、

二
月
十
三
日
と
な
り
ま

す
。
)こ

の
た
め
、
厚
生
年
金
・
国
民
年
金

と
も
既
に
そ
れ
ぞ
れ
平
成
元
年
十
一

月
、
十
二
月
に
前
月
ま
で
の
月
分
の
年

金
額
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
平

成
二
年
二
月
の
支
払
い
で
は
、
前
回
の

支
払
い
以
降
の
月
分
の
新
年
金
の
額
と • 

四
月
か
ら
既
に
支
払
済
み
の
月
分
ま
で

の
差
額
と
が
あ
わ
せ
て
支
払
わ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す。

な
お
、
受
給
者
の
方
そ
れ
ぞ
れ
に
よ

っ
て
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
二
月
に
支

給
さ
れ
る
老
齢
年
金
の
年
金
額
の
内
訳

を
例
示
す
る
と
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

困

厚
生
年
金
(
旧
法
)
で
月
額
約
十
三

万
五
千
円
受
給
し
て
い
る
方
の
場
合

V
新
年
金
額

(
月
額
)
l
i
l
--
約
十
四
万
円

V
差
額
(
月
額
)
|
|
|
約
5
千
円

V
二
年
二
月
に
支
払
わ
れ
る
額

|
|

献血をすると、あなたの健康状態ガ分かります。献

血されだ血液は、肝機能 ・腎機能などについて検査さ

れ¥その結果は本人に郵送されてきます。このような

利点をいかして、はだちからの健康管理を行ってみて

はいかがですか。

みなさんから献血してい疋だいだ血液は、手術など

の輸血だけに使われているのではありません。血液か

らはいろいろな育効な薬がつくられて、多くの人々の

命を救っています。

しかし人間の血液は¥人工的にはっくり出すことが

できないものです。多くの患者さんを救うだめに、新

社会人となっ芝20歳のみなさんのこ、協力をお願いしま

す。

約
四
十
五
万
五
千
円

(新
年
金
三

か
月
分
+
差
額
七
か
月
分
)

圃

国
民
年
金
(
旧
法
)
で
月
額
約
三

万
円
受
給
し
て
い
る
方
の
場
合

V
新
年
金
額

(
月
額
)
li
l
-
-
一一一万
一
千
円

V
差
額
(
月
額
)
|
|
|
約

一
千
円

V
二
年
二
月
に
支
払
わ
れ
る
額

|

|

約
七
万

一
千
円
(
新
年
金
二
か
月

分
十
差
額
八
か
月
分
)

※
夫
婦
お
二
人
で
受
給
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
こ
の
二
倍
の
額
と
な
り
ま
す
o

v詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
(
富
苅
1

2
1
1
1内
線
⑩
)
ま
で

-ÐI.~彊E・

神
田
貞
貴
氏
(
但
歳
)

神
田
氏
は
、
昭
和
三
十

二
年
に
河
西
若
竹
子
ど
も

ク
ラ
ブ
の
指
導
者
と
な

り
、
現
在
ま
で
実
に
三
十

二
年
間
に
及
ぶ
活
動
歴
を

も
た
れ
て
い
ま
す
。

神
田
氏
の
活
動
は
、
常

に
裏
方
に
徹
す
る
と
い
う

河

西

鑑望号EF
¥¥成分献血u といわれる

献血方法をご存じですか。

血液の中の砂要な成分のみ

をいだだ、く万法で、献血者

にとっては体に負担が少な

くてすみ、患者さんにより

安全な製剤を¥お届けする

ことができる新しい献血万

法です。

地
道
な
も
の
で
す
。
子
ど
も
夏
祭
り
の

夜
屈
の
企
画
や
設
営
、
運
動
会
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
り
や
演
出
な
ど
表
に
目
立
た

な
い
と
こ
ろ
で
そ
の
実
力
を
発
揮
す
る

と
い
う
、
い
わ
ば
「
裏
方
屋
」
の
活
動
は
、

若
竹
子
ど
も
ク
ラ
ブ
を
長
年
支
え
て
き

た
陰
の
力
と
し
て
指
導
者
仲
間
か
ら
も

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
神
田
氏
は
無
類
の
子
ど
も
好

き
で
、

優
し
い
笑
顔
は
子
ど
も
た
ち
に

大
変
人
気
、か
あ
り
ま
す
。
還
暦
を
週
ぎ

た
神
田
氏
、か
現
在
な
お
現
役
で
活
躍
さ

れ
る
姿
に
は
敬
服
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
ん
な
神
田
氏
の
長
年
の
地
域
青
少

年
の
健
全
育
成
活
動
が
認
め
ら
れ
、
昨

年
十
一

月
二
十
五
日
明
治
神
宮
参
集
殿

に
お
い
て
日
本
善
行
会
成
人
善
行
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

平成2.2.1広報しょうわ⑤ 



員ζ;E長きS-笑いと涙の電祉講演会)ー一一ー 一一-高Ez s手昭
のま 触例不と I~k歩泊/l&--L:~-=C.男胎~~司1- 1 ~~)J"回目E盟 F 催の どこ二和
子たれを始誰 IJ.J\~ノ I~ ‘・M五五者九ん示ヲj 宣宜ノ、い開E匪 4 し早でツ月町
供、る上末で、・ 一一一一 一一 ，、 ー F ー ま 川有ク十社

達息話げをも ~社会福祉協議会が十周年記念事業で~ し一手名ネ三会
のを をてや様 た光Zな| 日 福
手 引し面つ々 衆 題 ( 始方生の午賞 老 集 ど ラ た催町人れを周し祉 O 先京ム 、祉
をきて白てなをに社冒ま法き講後会人まかブ当 O で 老 ク た 記 年 て 協 こ 生 都でヌ協
次といくし老笑取協頭り教る潤かを大りらや 日 仔 人 ラ も 念 を か 議 れ の のテピ議
々る た、 ま化わり会かまえ iRら行学、約老 l共 わ大ブのし迎ら会は福堀レ 52
と閏だしう現せ上長らしまホ v・早 つで午四人 学連でてえ昨が、祉川ビ戻で
振際きかも象、げ)泉 ζすケき川た映前百大老 れ と 合 、 実 た 年 ; 去 社 講 病、巨は
りのまものが年てを町 」ない先後画中入学人 ま の 会 町 施 こ で 人 会 演 院ラ豆
払 姑し核だ起を聴話長 がいき生、鑑 、がなク し共と老さと十化福会元ジと昨

っ
て
、
最
後
に
嫁
の
手
を
し
っ
か
り
と

握
り
「
世
話
に
な
っ
た
な
、
有
難
う
」と

言
っ
て
死
ん
で
い
っ
た
と
い
う
感
動
的

な
話
も
し
て
い
た
だ
き
、
会
場
、
か
思
わ

ず
涙
ぐ
む
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

早
川
先
生
は
、
感
動
す
る
心
を
忘
れ

る
な
。
頑
固
さ
を
な
く
せ
。
素
直
に
感

謝
の
気
持
ち
を
表
せ
。
い
つ
も
唇
に
歌

を
も
て
。
生
き
甲
斐
の
も
て
る
趣
昧
を

も
て
。
な
ど
医
者
と
し
て
の
長
年
の
経

験
に
基
づ
い
た
実
例
と
ユ
ー
モ
ア
を
ふ

ん
だ
ん
に
織
り
ま
ぜ
な
が
ら
講
演
さ

れ
、
場
内
在
爆
笑
の
渦
に
巻
き
込
ん
で

い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の
講
演

会
の
模
様
を
ビ
デ
オ
に
収
め
ま
し
た
の

で
、
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
社
会
福
祉

協
議
会
(
圏
苅
1
6
4
8
1
)
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

』
F

早
川
先
生
は
、
終
始
会
場
の
み
な
さ
ん
と
歌
を
う

た
い
な
が
ら
話
を
進
め
、
「
通
り
ゃ
ん
せ
」
「
荒
城

の
月
」
な
ど
が
場
内
一
つ
と
な
っ
て
大
コ
ー
ラ
ス
さ

れ
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

佐

野

安

一

鷹
野
た
つ
子

清

水

博

文

三

年

間

の

任

期

満

了

に

伴

っ

て

、

民

野

津

善

久

生

児

童

委

員

が

昨

年

の

十

二

月

一

日

を

河

田

武

も

っ

て

改

選

さ

れ

、

次

の

方

々

が

決

ま

磯

部

富

雄

り

ま

し

た

。

(

敬

称

略

・

順

不

同

)

高

野

秀

次

〈

西

条

一

区

〉

末

木

敏

夫

今

村

徹

中

込

喜

代

子

功

万

辰

弘

〈

西

条

二

区

〉

小

宮

山

卓

良

武

田

か

ほ

る

上

杉

知

英

雨

宮

章

文

依

田

鍛

之

助

高

野

順

子

秋
山
と
し
江
民
生
児
童
委
員
は
、
老
人
・
児
童
・

〈

清

水

新

居

〉

石

原

千

鶴

障

害

者

・

母

子

・

生

活

保

護

な

ど

の

日

笹
本
照
男
常
生
活
に
お
い
て
の
相
談
に
応
じ
、
行

〈

西

条

新

田

〉

塚

原

省

三

政

と

住

民

の

パ

イ

プ

役

と

し

て

活

動

し

〈

押

越

〉

望

月

朝

徳

て

い

ま

す

の

で

、

お

気

軽

に

ご

相

談

く

有

賀

一

雄

だ

さ

い

。

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++・T+++++++AZ・

V
河
田
武
氏
(
町
民
協
副
総
務
築
地

新
居
一
二
二
三
宮
万
|
2
4
5
1
)

V
佐
野
安
一
氏
(
町
民
協
副
総
務
河

東
中
島
五
二
二
箇
万
1
2
1
5
7
)

な
お
、
萩
原
孝
氏
(
町
社
協
事
務
局

長
河
西
九
三
七
日
幽
万
|
2
8
5
8
)

は
、
引
続
い
て
相
談
員
を
担
当
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
保
坂
敏
弥
氏

(
社
協
常
務
理
事
清
水
新
居
三

O
二

軍
部
1
0
5
2
6
)
が
新
た
に
相
談
員

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

相
談
さ
れ
る
方
は
、
直
接
町
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
局
(
総
合
会
館
内
)
へ

お
い
で
に
な
る
か
、
電
話
(
万
1
6
4

6
1
)
を
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

-
民
生
児
童
委
員
、
が

改
選
さ
れ
ま
し
た

(
町
社
会
福
祉
協
議
会
)

-ω
配
ご
と
相
談
員
、
が

改
選
さ
れ
ま
し
だ

昨
年
六
月
号
の
「
広
報
し
よ
う
わ
」

で
行
政
相
談
員
と
心
配
ご
と
相
談
員
の

氏
名
と
担
当
窓
口
、
相
談
の
毎
日
受
付

け
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

昨
年
十
二
月
一
日
か
ら
心
配
ご
と
相
談

担
当
の
民
生
委
員
協
議
会
の
三
役
(
総

務
、
副
総
務
)
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

新
心
配
ご
と
相
談
は
次
の
方
々
で
す
o

v上
杉
知
英
氏
(
町
民
協
総
務
西
条

四
六
一
富
お
|
2
0
5
2
)

〈
河
東
中
島
〉

〈
紙
漉
阿
原
〉

〈
築
地
新
居
〉

河飯

西喰
¥/¥/  

〈
上
河
東
〉

〈
上
河
東
二
区
〉

⑥ 平成2.2.1広報しようわ



「
婦
人
の
つ
ば
さ
」
訪
欧
記
⑧

偽物

う
ら
や
ま
し
い

住
宅
事
情

在
宅
ケ
ア
を
目
指
し
て
い
る
点
で

は
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
と
日
本
は
非
常
に

よ
く
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
在
宅
ケ
ア
の
前
提
と
な
る
住
宅

に
つ
い
て
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま

す
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
、
住
宅
費
用
の

不
足
分
は
行
政
へ
申
請
す
れ
ば
よ

く、

「宅
」
の
広
さ
と
質
は
確
保
出
来

ま
す
。
日
本
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

「
三
世
帯
同
居
」「
ス
ー
プ
の
さ
め
ぬ

距
離
」
な
ど
、
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
も

住
宅
が
問
題
で
す
。
日
本
は
家
族
が

老
人
を
看
る
。
ノ
ル
ウ
ェ

ー
は
行
政

が
す
べ
て
の
面
を
看
る
。
こ
こ
に
大

き
な
違
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

級

生
き
生
き
し
て
い
る

老
人
達

三
ヵ
国
の
老
人
ホ
l
ム
を
訪
問
し

て
感
じ
た
こ
と
は
、
老
人
達
が
と
て

も
き
れ
い
に
着
飾
っ
て
い
る
こ
と
で

し
た
。
イ
ヤ
リ
ン
グ
を
し
て
口
紅
を

さ
し
て
明
る
い
色
の
洋
服
を
着
て
に

こ
に
こ
し
て
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

建
物
も
明
る
く
清
潔
な
感
じ
で
、
老

人
ホ

l
ム
と
い
う
よ
り
小
さ
な
ホ
テ

保
坂
明
子
(
清
水
新
居
)

ル
の
感
じ
で
し
た
。
「
あ
れ
、
こ
れ
が

老
人
ホ

l
ム
?
」
と
一
瞬
お
ど
ろ
き

ま
し
た
。
入
居
は
自
己
決
定
で
、
使

い
慣
れ
た
家
具
を
部
屋
に
持
ち
こ
ん

で
も
よ
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、
生
き

甲
斐
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
散
歩
・

体
操
・
ゲ

l
ム
・
観
劇

・
会
食
・

フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
内
外
あ
ら
ゆ
る
層
の
人
々

と
の
交
流
の
機
会
を
つ
く
る
場
と
し

て
、
デ
イ
セ
ン
タ
ー
が
設
け
て
あ
り

宇品

!
)
h
~
。

;、守、句、

/-~も・ L 

A f21世紀は女性の時代」一最終日、ホテルで

研修仲間と(ミュンへン)

偽物

感
激
と
感
謝
と

企老人ホームで記憶訓練を受ける痴呆性の老人達(ミュンへン)

「
二
十

一
世
紀
は
女
性
の
時
代
」と

言
わ
れ
る
の
は
、
日
本
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
訪
問
国
の
女
性

達
の
社
会
進
出
は
め
ざ
ま
し
く
、
女

性
み
ず
か
ら
自
分
達
の
手
で
男
女
共

同
参
加
型
の
社
会
の
形
成
を
目
指
し

て
輝
い
て
い
る
姿
を
み
て
、
感
激
す

る
と
と
も
に
励
み
に
も
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
二
日
間
の
家
庭
滞
在
か

ら
、
国
際
交
流
と
は
、
日
本
を
ほ
ん

と
う
に
よ
く
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
る

と
思
い
ま
し
た
。
「
百
聞
は
一
見
に
如

か
ず
」
と
か
、
教
わ
る
事
も
日
本
を
見

直
す
事
も
で
き
、
大
変
す
ば
ら
し
い

経
験
が
で
き
ま
し
た
。
昭
和
町
を
は

じ
め
、
こ
の
参
加
に
援
助
し
て
下
さ

っ
た
方
々
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま

す
。

西
条
二
区
は
、
時
代
の
変
遷
と
共
に
近
年

急
速
に
発
展
し
今
も
な
お
住
宅
地
・
商
業
地

と
し
て
発
展
途
上
に
あ
り
ま
す
。

昭
和
村
誌
に
よ
る
と
明
治
初
年
二
百
九

十
人
五
十
六
戸

・
昭
和
三
十
二
年
五
百
四

十
七
人
百
六
戸
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
元
年
十
二
月
一

日
現
在
で
は
、
人
口
二

千
三
百
十
二
人
戸
数
七
百
六
十
八
戸
で
あ

り
ま
す
。
か
つ
て
、
中
巨
摩
東
部
に
誇
る
穀

倉
地
。
美
田
が
続
き
川
岸
の
木
影
に
涼
を

求
め
、
小
川
に
シ
ジ
ミ
を
す
く
う
長
閑
な

風
影
は
今
は
音
。
い
た
る
所
に
家
が
建
ち

川
岸
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
し
、
水
は
濁
れ

魚
は
去
り
川
は
病
ん
で
い
ま
す
。

人
を
守
り
人
を
育
む
、
そ
れ
が
ふ
る
さ

と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
大
人
は
皆
自
分

A ふるさと活動の一環として行われている竹馬づくり。手づくりの本物の

向を がすり高会 竹馬をみんなで造りました。 錯をなにのとすの
つ重こ行る方齢、 - ー刷、 誤込くもでつが心
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O 域広 く栄介に史い jレタ出ブ 2 す汽のるやで ~r手清努 二 力 い 中 片 を 等 る子い
造い の養護よ宍ま| 、来 を左。盛祭獅小は迄亦神力 区しふで V 創のさ供て
り奈 活にのる婦すブ趣る始し手大り子正な与き社は の て る 試 頗 始 た と達い
に 流 動関あ 中人 O が昧グめてへにと舞月〈ぇ道の随 姿いさ行いしめなにま

平成2.2.1しょうわ広報⑦ 



琴で人間昧豊かな

明るい老後を

(飯喰琴部)

今
回
は
、
大
正
琴
を
通
し
て
地
域

活
動
を
行
っ
て
い
る
飯
喰
琴
部
の
山

本
み
よ
子
さ
ん
に
部
を
は
じ
め
た
き
つ

E置富国

豆腐の

コロッケ

比

年
前
、
あ
る
無
尽
会
の
席
で
大
正
琴

批
を
始
め
ま
し
ょ
う
と
言
う
話
題
が
で

探
ま
し
た
。
農
村
の
中
老
婦
人
の
集
り

競
で
、
農
事
も
あ
り
家
事
も
あ
り
い
さ
さ

乱
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
決
局
、
会

先
の
み
ん
な
一
緒
に
と
言
う
こ
と
で
一

μ

応
発
足
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し

守
C的

た
。
西
条
に
先
生
が
お
い
で
と
か
、
早

一
の
速
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
水
曜

捌
日
な
ら
来
て
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
。

糊
月
三
回
の
水
曜
日
と
決
ま
り
、
最
初

は
の
夜
を
迎
え
ま
し
た
。

日
楽
器
そ
の
他
全
て
先
生
に
お
願
い

日
し
、
飯
喰
に
初
め
て
琴
部
が
産
声
を

あ
げ
た
の
で
す
。
新
し
い
琴
を
抱
き
希

望
も
大
き
く
夢
中
で
弾
き
初
め
ま
し

た
。
節
く
れ
た
黒
い
指
で
音
譜
を
見

な
が
ら
弾
く
も
ど
か
し
さ
、
で
も
月

三
回
の
練
習
に
、
巧
み
な
先
生
の
指

か
け
な
ど
や
近
況
報
告
を
お
り
ま
ぜ

な
が
ら
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

振
り
返
れ
ば
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
四

み
口
ん
己
な
巳
の
口
広
口
場

栄養改善推進員

中山 操さん

(河西)

宜適

川H
M

H
J
 

コッ
ト
ン

ロ
マ
モ

ブ

ト

レ

f
l
l〈
l
|
¥

つ
け
合
わ
せ

/小麦粉

衣〈とき卵

¥パン粉

-材料 (4人分)

もめん豆腐 …...・H ・..… l丁
玉ねぎ...・H ・.....・H ・..…%個

ベーコン...・H ・H ・H ・..… 100g

とけるチーズ ………… 100g
食パン...・H ・.....・H ・..… 1枚

パセリ...・H ・.....・H ・..…少々

パ夕 、揚げ油、塩、こしよう

② 

③ 

@ 

⑤ 

導
の
成
果
で
、
今
で
は
自
己
判
断
が

で
き
る
よ
う
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。

音
譜
も
段
々
難
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

お
互
い
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
意
地
の
後

押
し
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

今
で
は
、
年
に

一
度
の
文
化
会
館

大
ホ

l
ル
で
の
発
表
会
に
参
加
す
る

程
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
上
達

し
た
こ
と
を
先
生
に
感
謝
す
る
と
共

に
、
自
己
満
足
を
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
つ
な
い
だ
琴
の
会

の
輪
が
、
や
が
て
明
る
い
地
区
の
ま

た
、
町
の
基
礎
と
な
り
人
間
味
豊
か

な
明
る
い
老
後
の
支
え
と
な
り
ま
す

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
指

を
動
か
す
こ
と
は
、
健
康
に
も
大
変

効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。

一
人
で
も

多
く
の
方
々
の
入
会
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

hv
乳
製
品
を
使
っ
た
料
理
で
す
。
子
供
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
美
味
し
く
召
し
上
が
っ
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

風
師
走
峠
下
り
下
り
の
足
躍
る

車
避
け
畦
の
草
の
実
付
き
も
し
て

雁
わ
た
る
話
上
手
に
長
居
し
て

柚
子
の
香
の
朝
帥
帰
省
の
子
の
話

梅

一
個
常
備
薬
ど
も
糸
、
朝
鈎

砂
糖
漬
酢
漬
女
に
糸
、
は
た
の
し

枯
菊
晶
子
ぬ
く
き
方
へ
と
旅
プ
ラ
ン

そ
ば
熱
し
雀
の
お
宿
て
ふ
峠
茶
屋

胃
カ
メ
ラ
の
予
約
済
ま
せ
て
年
つ
ま
る

隠
家
の
如
、
さ
納
屋
か
な
芋
を
選
る

枯
菊
の
刈
方
を
子
に
聞
か
れ
け
り

防
火
布
の
あ
り
ど
確
め
虎
落
笛

夫
看
取
る
日
日
重
ね
い
て
冬
に
入
る

外
泊
の
夫
も
口
添
え
大
根
干
す

糸
、
の
雨
レ
モ
ン

一
切
れ
浮
く
紅
茶

半
襟
は
白
を
好
み
て
寒
の
紅

日
短
や
芸
の
葉
か
き
腰
濡
れ
て

ネ
の
坂
一
輪
車
押
し
て
息
弾
む

冬
枯
れ
や
住
所
録
操
る
縁
ぬ
〈
し

禅
寺
の
石
の
い
わ
れ
や
枯
野
宿

吾
が
降
り
て
不
日
の
中
へ
か
ら
の
パ
ス

柚
子
風
呂
へ
ま
た
声
か
け
く
れ
し
厨
よ
り

菜
を
干
し
て
軒
の
明
る
き
日
和
か
な

ネ
枯
や
野
犬
の
由
民
の
肉
も
枯
れ

咳
苦
し
久
閲
の
言
葉
溢
る
る
に

背
負
解
き
て
な
ほ
背
を
ゆ
す
る
四
温
か
な

換
気
扇
旦
念
に
拭
き
年
つ
ま
る

六
十
の
手
習
夜
道
早
や
凍
て
し

井
上
ま
さ
江

磯
告ド

長
田
そ
の
子

河
田

輿
石
さ
急
代

高
野

内
藤
ふ
く
次

中
;尺

松
岡

薬
袋

雨
宮

イヂー

藤
小
沢
百
合
子

塩
田

ネし
孝

広報

田作り方

① 豆腐は 4つ切りにして、熱湯に入れ、2分間ゆでてざるに

上げ、水け在きる。乾いたふきんで、包んで、水けをしぼる。

玉ねぎ、パセリはみじん切り、ベーコン、チーズも 5mm角
に切るD

フライパンに、バター大さじ 1;をとかして、玉ねぎ、ベー

コンの順に強火でいためる。

ポールに①と③、チーズ、ちぎった食パンを入れて、よく

まぜて塩、こしようで昧を調える口 16個位のたわら形にし

て、小麦粉、とき卵、パン粉のJII買につけて、 1Bo'crこ熱し

た油で揚げる。

ゆでたブ口ツコリ一、トマト、レモンを添えて、盛りつけ

る。

⑧ 平成2.2.I しょうわ

春
;ヱ

信
与

好
子

麻
子

久

枝
静
代

満
子

花
枝



(
父
)
久
仁

(
母
)
京
子

西条一区

りょう

井上涼くん
S 63.12. 22生

hv
名
前
の
由
来

感
性
豊
か
に
育
っ
て
欲
し
い
と
思
い
夏
の
涼
風

の
よ
う
C
、
人
に
好
か
れ
、
さ
わ
や
か
さ
を
人
に
与
え
ら
れ
る

人
に
と
そ
ん
な
願
い
を
込
め
ま
し
だ
。

(ハ
V
A
)

(
母
)

武
仁

弥
寿
枝

‘F

名
前
の
由
来
ひ
ろ
い
山
を
持
ち
、
祖
先
を
叡
い
つ
つ
自
分
の

人
生
を
切
り
開
い
て
も
ら
い
だ
い
と
い
う
願
い
を
込
め
ま
し

だ
。
だ
く
ま
し
い
人
聞
に
成
長
し
て
く
だ
さ
い
。

(
A
V〈
)

(
母
)
陽英
子樹

hv
名
前
の
由
来
人
を
思
い
や
る
や
さ
し
さ
を
忘
れ
ず
、
大
草
原

に
根
を
お
ろ
す
大
樹
の
よ
う
に
、
だ
く
ま
し
く
育
っ
て
も
ら
い

た
く
名
伺
け
ま
し
だ
。

⑨
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、
役
場
企
画
調
整
室
〈
圏
苅
1
2
1
1
1内
線
⑪
)
ま
で
刀

んく

生

越

ω
史
ぷ

ろ
み
仏

3

甲

ひ
冷
m
3

町
由
巳
1
F
O

海

s

上河東二区
かずき

北爪一樹くん
H1.3.1生

ヲ除

日
和
見
感
染

山
梨
医
科
大
学
教
授

微
生
物
学

伝
染
病
の
流
行
は
、
人
類
に
と
っ
て

長
い
間
大
き
な
脅
威
で
し
た
。
一
回
世

紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ペ
ス
ト
の
大
流
行

で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
口
の
約
四
分
の

一
に
当
た
る
二
、
五
O
O万
人
の
人
命

が
失
わ
れ
、
さ
ら
に
二
ハ
・
一
七
お
よ

び

一
八
世
紀
に
も
世
界
各
地
で
大
流
行

し
、
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
で
発
生
し
全
世
界
に
伝

播
し
た
コ
レ
ラ
の
流
行
は
一
気
に
多
数

の
生
命
を
奪
い
恐
れ
ら
れ
ま
し
た
。
今

か
ら
約
一

O
O年
ほ
ど
前
、
結
核
の
原

因
が
肉
眼
で
は
見
え
な
い
細
菌
(
バ
ク

テ
リ
ア
)
の
感
染
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
ド
イ
ツ
の
コ
ッ
ホ
博
士
に
よ
っ

て
発
見
さ
れ
て
以
来
、
伝
染
病
の
病
原

菌
が
次
々
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
か
ら
約
四
O
年
ほ
ど
前
ペ
ニ
シ

リ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
抗
生
物

質
に
よ
る
化
学
療
法
が
開
発
さ
れ
る
ま

で
は
、
伝
染
病
な
ど
の
感
染
症
の
治
療

法
が
無
か
っ
た
の
で
、
予
防
を
す
る
か

発
病
し
た
ら
自
然
に
治
る
の
を
待
つ
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
頃
わ
が

国
に
お
い
て
は
赤
痢
、
腸
チ
フ
ス
、
結

核
な
ど
が
流
行
し
、
結
核
は
戦
後
し
ば

ら
く
の
間
わ
が
国
の
死
亡
率
の
第
一
位

を
占
め
て
い
ま
し
た
。
抗
生
物
質
に
よ

る
化
学
療
法
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
は
、

伝
染
病
に
限
ら
す
化
膿
性
疾
患
、
肺
炎

お
よ
び
小
児
下
痢
症
な
ど
も
死
亡
率
の

高
い
病
気
で
し
た
口
化
学
療
法
に
よ
っ

て
小
児
の
死
亡
率
、
か
著
し
く
減
少
し
、

深

沢

義

村

青
少
年
の
結
核
が
克
服
さ
れ
た
こ
と

が
、
先
進
国
の
平
均
寿
命
が
大
き
く
伸

び
た
原
因
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す。
そ
れ
で
は
、
抗
生
物
質
が
あ
れ
ば
微

生
物
に
よ
る
感
染
症
は
も
う
脅
威
で
は

な
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
最

近
大
き
な
問
題
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
病
院
に
長
く

入
院
し
て
い
ろ
い
ろ
な
治
療
を
受
け
て

い
る
患
者
、
高
齢
の
患
者
、
あ
る
い
は

過
敏
症
や
鯵
原
病
お
よ
び
腎
移
植
な
ど

で
免
疫
抑
制
剤
を
投
与
さ
れ
て
い
る
患

者
(
易
感
染
性
患
者
と
呼
ば
れ
る
)
仁
、

通
常
口
の
中
、
気
道
、
腸
管
内
な
ど
に

無
害
な
寄
生
菌
と
し
て
住
み
着
い
て
い

る
菌
に
よ
る
重
症
の
感
染
が
年
々
増
加

し
て
き
た
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
感

染
症
を
日
和
見
(
ひ
よ
り
み
)
感
染
と
い

い
ま
す
。
エ
イ
ズ
に
よ
る
死
亡
も
ほ
と

ん
ど
日
和
見
感
染
に
よ
る
も
の
で
す
。

日
和
見
感
染
の
病
原
菌
は
通
常
病
原

性
の
な
い
細
菌
、
真
菌
(
か
び
)
、
ウ
イ

ル
ス
な
ど
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
微
生
物

の
ほ
と
ん
ど
が
抗
生
物
質
に
耐
性
か
あ

る
い
は
作
用
を
受
け
な
い
た
め
日
和
見

感
染
は
治
療
が
大
変
困
難
で
、
患
者
を

死
に
至
ら
し
め
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
現
在
、
日
和
見
感
染
を
克
服
す
る
た

め
に
い
ろ
い
ろ
な
化
学
療
法
剤
の
開
発

や
免
疫
増
強
法
の
研
究
が
活
発
に
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
口

企
画
財
団
法
人

里
仁
会

H-出
生

喧

一

初

日

(
氏
名
)
(
保
護
者
)
(
地
区
)

日
制

・
棲

井

恭

祐

健

彦

紙

漉

阿

原

・
何

日
初

鹿

野

由

佳

勇

雄

西

条

一
区

日
出

・
早

川

由

美

正

志

飯

喰

・
届

日
龍

潤

一

郎

孝

典

飯

喰

H
m

深

沢

英

里

弘

清
水
新
居

・
£

・
塩

川

麻

美

徹

清

水

新

居

・
日

日
山

田

育

実

洋

一

押

越

日
間

金

丸

由

樹

周

二

築

地

新

居

-
U

H

込
山

洋

平

哲

一
郎

河
東
中
島

日
叶

平

出

馨

大

秀

実

清
水
新
居

・
日

・
松

田

直

樹

敏

彦

上

河

東
二
区

・
川

日
今

津

真

紀

秀

樹

飯

喰

日
間

圃
渡

遺

悠

也

欽

也

清
水
新
居

・
明

日
五

味

愛

実

一

雄

河

西

日
抗

・

一
瀬

冬

樹

敏

彦

上

河

東

二区

・
明

・
村

松

良

治

幸

彦

上
河
東
二
区

・
ρ、

日
小
津

宏

成

正

士

河

東
中
島

日

-
三

井

奈

々

孝

築
地
新
居

-

H

井

津

瞳

光

人

西

条
一
区

一

・
長
田
人
志
郎
真

一

西
条
一
区

-

H

・
婚
姻
.
一

一

八

一一一

M

1一〉
河

西

…

…

〈

白

川

恵

一

行

V

西
条
二
区

…

…

〈

諸
問

み
日
開
〉

清
水
新
居

…

…

八

一

品

同

誌

〉

西
条
二
区

…

一

八

回

抑

制

付

〉

西
条
二
区

一

一

八

回

時

間

十

〉

紙
漉
阿
原

…

…

〈

肉
料
由
町
一
時
〉

河

西

…

一

八

一
一
一
向
ひ
日
時
一V
西
条
新
田

…

…

〈

刷
時
美
富
貴
司
〉

築
地
新
居

一

日

〈

川
町
一
万
由
れ
〉

飯

喰

日

一

八
日
目
美
田
県
佐
一
日
〉

清
水
新
居

…

…

〈

一

日

開

封

腕
〉

河
東
中
島

…

…

〈

刑
問
一
美
智
一
一
一V
押

越

…

・
・
・
・
・
圃
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平成2.2.I しょうわ広報⑨ 



図
書
館
司
書

及
び

嘱
託
職
員

の
事
集
に
つ
い
て

町
で
は
、
町
立
図
書
館
の
開
設
に
伴
う

司
書
職
員
及
び
環
境
整
備
・
美
化
に
速
や

か
に
対
応
す
る
た
め
の
嘱
託
業
務
職
員

を
次
の
要
領
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

V
職
種
と
採
用
募
集
人
員

マ

一

般

職

・

図

書

館

司

書

一

名

マ
嘱
託
業
務
職

(
土
木
・
衛
生
業
務
)
一
名

V
応
募
資
格
(
町
内
在
住
者
を
優
先
採

用
)

マ
図
書
館
司
書
短
大
卒
業
以
上
、

司
書
の
資
格
を
有
す
る
者

三
校
長
先
生
を
囲
む

セ
ミ
ナ
ー
開
催

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
で
は
、
「
三

校
長
先
生
を
囲
む
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。

子
供
の
友
達
関
係
、
し
つ
け
、
進
路

な
ど
に
つ
い
て
意
見
受
換
し
合
い
、
そ

の
時
の
親
の
あ
り
方
、
子
供
と
の
接
し

方
な
ど
を
み
な
さ
ん
で
話
し
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
?

V
日
時
三
月
三
日
出
午
後
一
時
三
十

分

1
午
後
四
時

V
場
所
中
央
公
民
館
講
堂

V
講
師
(
助
言
者
)
押
原
小
・
西
条

小
・
押
原
中
の
各
学
校
長
、
教
育
長

V
対
象
者
小
・
中
学
生
の
子
供
を
持

つ
親

V
お
問
合
せ
町
児
童
館
(
箇
万
|
6

4
6
2
午
後
一
時
(
)
午
後
六
時
)

ま
で
。

年
齢
二
十
五
歳
未
満
の
者

マ
嘱
託
業
務
職
学
歴
・
年
齢
不
問

(
た
だ
し
、
六
十
歳
未
満
の
者
を
優

先
)

軽
自
動
車
運
転
免
許
証
以
上
の
免

許
所
持
者

V
応
募
締
切
り
二
月
十
五
日
肘
午
後

五
時
ま
で

V
応
募
先
・
お
問
合
せ
役
場
総
務
課

(
歯
応
1
2
1
1
1
内
線
⑮
⑨
)
ま
で

履
歴
書
を
添
え
て
直
接
申
込
ん
で
く
だ

え」い。有
価
物
岡
収
集
計

報
告
と
お
礼

p
d
D
d
D
d
D
d
D
d
p
q
n
d
D
d
p
d
D
d
b
d
D
d
D
d
 

昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
昨

年
十
二
月
十
日
に
年
末
事
業
の
有
価
物

回
収
を
行
い
ま
し
た
。
各
区
長
さ
ん
は

じ
め
区
の
役
昌
〔
、
民
生
委
員
、
社
協
理

事
、
評
議
員
、
支
部
委
員
(
組
長
)
の
方
々

の
労
力
奉
仕
を
い
た
だ
き
、
お
陰
を
も

ち
ま
し
て
左
記
の
通
り
の
集
計
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
、
ご
報
告
い

た
し
ま
す
o

v紙
・
布
類

V
金
属
類

V
ピ
ン
類

V
Aロ

計

五
七
・

O
九

O
見

三
一
七
、
八
八

O
円

一
0
・
O
O
O
K

五
一
、
五

O
O円

一
升
ビ
ン
四
、

O
五
二
本
他

一
一
五
、

0
0
0円

四
八
四
、
三
八

O
円

し0 1 

7圃3 7 3 5 

方カたしあましり〉ヨ
受カただましまま

保対就護者学にし
平成年度では 父兄ヘ色-，，eb 

県
ス
ポ
・
レ
タ
am

参

加

者

事

集

県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

祭
が
今
年
も
五
月
十
二
日
、
十
三
日
の

両
日
開
催
さ
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
、

県
民
の
み
な
さ
ん
と
交
流
を
深
め
て
み

ま
せ
ん
か
。
現
在
、
参
加
者
在
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

V
申
込
み
方
法
町
教
育
委
員
会
窓
口

に
あ
る
申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電

話
で
の
受
付
付
も
し
て
い
ま
す
。
(
参

加
は
無
料
で
す
)

V
申
込
み
期
間
二
月
二
十
日

ωま
で

V
お

問

合

せ

町

教

育

委

員

会

(

冨

お
|
3
7
3
7
)
ま
で
。

※
な
お
、
競
技
種
目
の
う
ち
、
体
育
協

会
の
専
門
部
に
関
連
の
あ
る
種
目
に
つ

い
て
は
、
専
門
部
が
応
募
者
の
中
か
ら

選
手
選
考
を
行
い
ま
す
の
で
ご
承
知
く

だ
さ
い
。

平成2年度県政モニター
県では、県民のみなさんの自由で清

新なご意見を県政に反映させるだめ、

県政モニターを募集しています。

砂応募資格 県内在住の満20歳以上

の人。疋だし、次の人は応募できません。

(1 )地方公共団体の議会議員

(2)常勤の国家 ・地方公務員

(3)県政モニター経験者

砂募集人員 130人(応募者の中か

ら選考〉 任期T年

砂募集期間 2月9日(劃まで

砂応募方法 はがきに、住所・氏名(ふ

りがな〉・生年月日・年齢・職業(具

体的に記入〉・電話番号を明記し、峡

中地方振興事務所(干400 甲府市

丸の内十6-1 冨37-19 1 2)へお

送りください。

砂詳しくは、峡中地方振興事務所また

は、県広聴広報課(冨35-72 5 9) 
までご連絡くだ、さい。

中
巨
摩
郡
医
師
会
か
ら

「
地
区
労
働
衛
生
相
談
医
制
度
モ
デ
ル
事
業
」
の

お
知
ら
せ

労
働
省
は
、
咋
年
六
月
の
労
働
安
全

衛
生
法
の
改
正
に
伴
い
、
主
と
し
て
産

業
医
の
選
任
の
義
務
の
な
い
労
働
者
五

十
人
未
満
の
事
業
場
の
労
働
衛
生
管
理

の
向
上
を
図
る
た
め
、
モ
デ
ル
地
区
を

設
定
し
医
師
に
よ
る
労
働
衛
生
に
関
す

る
相
談
、
助
言
を
実
施
す
る
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
全
国
で
二
十
七
の
地

区
(
郡
・
市
)
が
指
定
さ
れ
、
中
巨
摩

地
区
も
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
相
談

日
時
な
ど
は
下
記
の
と
お
り
で
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
連
絡
先

マ
木
之
瀬
医
院

田

富
町
布
施
二

O
七

入

園

口

1
2
2
1
6

マ
芦
沢
整
形
外
科
竜
王
町
冨
竹
新
田

一
五

O
一

富

市

1
8
5
6
6

マ
西
野
内

科

医

院

田

富
町
山
之
神
二

三
八
九
|
一
軍
乃
|
6
6
5
6

相談産業医

木之瀬医院|芦沢整形外科

木之瀬医院|西野内科医院

芦沢整形外科 |西野内科医院

※時間は午後 1時から午後 4時まで

です。相談者は事前に各施設にご

連絡ください

2/ 8 

15 

22 

月日〔町内交通事故3
発生件数」

「気をつけて」

朝の一言忘れずに

==12月分--

|件数|負傷|死者|
物損50件 | 人 | 人

(+24) 1 っ

Tfif|(よ16)I (:t:0) 

( )内は、前月比
(昭和駐在所調べ)

⑩ 平成2.2.1しょうわ広報



り保健衛生だよ ⑧~~~⑧⑧~~~~~~⑧⑧ 

手し 児 (建 康 吾。介~ 査 事し 児 整 ~ 外 科 ネ食 霊ロ安5〉F 

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所 実 施 日 2月28日(水)

午後1跨00分-1跨30分 平成元年 1月
受付時間午後1時"--'1時30分

(押原地区)
総 場 所総合会館

出生児
2月15日 午後1時30分-2時00分 JにE1h 該当児平成元年10月1日"--'11月30日までの出生児。

(木) (常永地区)
持ち物母子手帳

J3E2h Z 

午後2跨00分-2時30分 平成元年4月
内与叫車をjがえ折、b 歳 6 か 月 児 健 康 診 査

(西条地区)
出 生 児 自宮

1山持Yミ3がたp え 実 施日 2月8日(木)

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所 ミ受付時間午後1時"--'1時3C分

午後l時00分-1時30分 平成元年 7月
場 所総合会館

(押原地区)
総 該当児昭和63年 6月1日~

2月16日 午後2時00分......2時30分
出生児

〆Eふコ 児。及び前回未受診児。

(金) (常永地区) 〆zふ~ 
持 ち 物 母子手帳・ 1歳 6か月児健診質問票

午後3時00分-3時30分 平成元年10月 iき

(西条地区) 出 生 v日l.J 館 最掛 5 歳 児 健 康 量ロ分妥' 査

議冶A 
実施日 2月22日(木)

西条地区 西条一区西条二区清水新居西条新田
、議V悼平

受付時間午後 1時"--'1時30分

押原地区 押越河東中島紙漉阿原 場 所総合会館

常永地区 築地新居飯喰河西上河東上河東二区 該当児昭和59年10月1日~昭和60年 1月31日までの出生

持ち物母子手帳・健康保険証 ・印鑑・筆記用具
児。及び前回未受診児。

※受付時間の地区割は、待ち時間を少なくするためですので 持ち物母子手帳・ 5歳児健診質問票

ご承知ください。 ※尿検査がありますのでご承知おきください。

母子手帳受付及び一般健康相談日 不 間 犬 猫 収 集 日

日 時 2月3日(土)・ 17日(土)・ 23日(金) 日時 2月 23日(金)

午前 9時"--'11時30分 午前10時20分"--'10時25分

場所総合会館 場所総合会館前

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。
※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。

妊娠証明書は必要ありません。
また、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモで

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、
しっかり封をしてください。

栄養指導などを行い、健康についての相談にお答えしてい (犬をお飼いのみなさまヘ )

ざし 端。 このところ飼い犬の放し飼いによる事故や苦情が増えてい

ます。 2月15日から2月四日まで、野犬の薬捕を行います

ので、犬を放し飼いにしないよう注意してください。

⑧⑧~~⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧~⑧ 

…
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、

平
成

2
年

2
月
1
日
か
ら

実
施
さ
れ
ま
す

…

一
V
主

な

改

正

点

威

迫

し

で

あ

る

い

は

政

治

家

一

一
1

政
治
家
(
候
補
者
、
候
補
者

を

陥

れ

る

目

的

で

寄

附

を

勧

一

と
な
ろ
う
と
す
る
者
、
現
職
誘
・
要
求
す
る
と
処
罰
さ
れ

一

の
公
職
者
)
は
、
選
挙
区
内
に
ま
す
。

あ
る
者
に
対
し
て
寄
附
を
す

3

後
援
団
体
(
後
援
会
)
が
花

一

る
こ
と
(
政
党
・
政
治
団
体
や
輪
、
供
花
、
香
典
、
祝
儀
な

一

親
族
に
対
す
る
も
の
及
び
政
ど
を
出
す
と
、
時
期
の
い
か
ん

一

治
教
育
集
会
に
関
す
る
食
事
を
問
わ
ず
、
処
罰
さ
れ
ま
す
。
一

の
提
供
以
外
の
実
費
の
補
償

4

政
治
家
は
、
年
賀
状
、
暑

一

は
除
か
れ
ま
す
。
)
は
、
い
か
な
中
見
舞
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ

一

る
名
義
を
も
っ
て
す
る
も
の
で
状
(
電
報
な
ど
を
含
む
)
を
出

一

あ
っ
て
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

次
の
も
の
を
除
き
、
す
べ
て
罰

5

政
治
家
や
後
援
団
体
が
、

一

則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ

一

①
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
ジ
オ
な
ど
に
あ
い
さ
つ
を
目

一

す
る
結
婚
披
露
宴
の
祝
儀
的
と
す
る
有
料
広
告
を
出
す

一

②
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

す
る
葬
式
や
通
夜
に
お
け

6

1

、
2
、
3
、

5
に
よ
っ

・

る

香

典

て

処

罰

さ

れ

る

と

公

民

権

停

一

一
2

有
権
者
が
政
治
家
に
対
し
、
止
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

昭和町が

(タやけえ

テレど山梨 情報局に励賞

(同時 2閉 08凶 1
午後5時-6時 j

ご家族ご一緒でご覧!こなってください。
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*ボランティ戸活動でl山のかよう地域社会を*

i
二
月
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
推
進
月
間
で
す
i

今
年
は
①
進
め
よ
う
、
と
も

に
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
②
広
げ

よ
う
、
地
域
ぐ
る
み
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
輪
③
育
て
よ
う
み

ん
な
の
善
意
で
と
も
し
び
基
金

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
行
わ

れ
ま
す
。

心
の
か
よ
い
あ
う
福
祉
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
地
域
に
根
づ
い
た

活
動
に
参
加
レ
ま
し
ょ
う
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
(
箇
花

1
6
4
6
1
)
か
ら

月のこよみ
FEBRUARY=如月(きさらさ)

.，r，，":'] 
弘司~I

乳児健康診査(総合会館 f哩全
ボールペン教室 |霜害
(総合会館午後 7 時30分~)|斐議

リ ハビリ教室(総合会館 L~ 謹
母子手帳交付及び一般健康相談日l参温

(総合会館)J.竪暑

覚せい剤・麻薬事犯取締
強化月間
成人病予防週間 (~7 日)

(錫
先負

平成元年度所得税

の確定申告

(-3月15日)
16 

手編教室(総合会館午後 7 時30分~)関
赤口

仕)
仏滅17 

ボールペン教室
(総合会館午後 7 時30分~)倹)

先勝

⑧ 
大安18 

リハビリ教室(総合会館)
母子手帳交付及び一般健康相談日

(総合会館)

壮)
友ち!

節分・豆まき

初午

確西
定条
申ー
告区
四
Jι 

付西
相条
=・l'ーー
員w-
(区
3・
P清
参水

5歳児健康診査(総合会館 I!属新
手編教室(総合会館午後 7 時30分~lI '-'居

西
，g 
河E

新
田

料理教室

(総合会館午後 7 時30分~)
雨水

19 
社会体育推進大会

(総合会館午前 8時30分，，-，)bJ
負

〆者
先

立春

4 
附 |県スポレク祭参加受付最終日(10P参照)

|手話講習会(総合会館午後 7 時30分~)
先勝 |

| 着付教室(総合会館午後 7 時30分~)

的|諸問尾鰭22FEJ23)
友引 1

20 
料理教室 (総合会館午後7時30分，，-，)

侭〉
f点滅5 

21 
手話講習会(総合会館午後7時30分'"'-')
着付教室(総合会館 午後 7 時30分~)

制不用犬猫収集日(総合会館前)

i滅 i母子子帳交付加一般健康相談日(総合会館)
| ボ」ルペン教室(総合会館午後 7 時30分~)

役場開庁

23 

24 

22 
心配ごと相談(総合会館午後1時，，-，)
行政相談(中央公民館午後 1時，，-，)
かいまきづくり(総合会館午後7時30分~)

寝たきり老人入浴サービス(総合会館午後 l 時~)
l歳 6か月児健康診査(総合会館)

川手編教室(総合会館午後 7時30分'"'-')

県政モニター応募締切り日 Cl0P参照)
ボールペン教室

(総合会館午後 7時30分，，-，)

北方領土の日

針供養

8 

役場開庁
テレビ山梨 fタやけ情報局j出演

(llP参照)
25 10 
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)

料理教室

(総合会館午後7時30分'"'-')

手話講習会
(総合会館午後 7 時30分~)

着付教室(総合会館午後 7 時30分~-)

心配ごと相談(総合会館)

乳児整形外科検診 (総合会館)

婦人の役割講座(総合会館午後7時30分~

26 

27 

団建国記念の日

振替休日

11 

12 

28 
手話講習会(総合会館午後 7 時30分~)
着付教室(総合会館 午後 7時30分'"'-')13 

※飯喰・河西・上河東・上河東=区の確定申告受付相談は

3月5日から9固までです。 C3P参照)

心配ごと相談(総合会館午後 l時，，-，)
かいまきづくり(総合会館午後 7 時30分~)

聖バレンタインデー

14 

-EIl I;;幸吉ヨ国~J王室踊Ir~~l1語個師ヨj~ヨ~1明... 

図書館司書及び嘱託臓員採用応募締切り日
(10P参照)15 
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所場
P司A馳唱

λヒナ旨地区名

⑫ 平成2.2.1しょうわ広報

毎月

第 4水曜日

28日

組
大
コ
ミ
収
集
の
指
定
場
所

14日

28日

7日

21日

2日・6日・ 9日

13日・ 16日・ 20日

23日・ 27日


